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【KIRP】2020年度　京都地域未来創造センター新体制 
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　新体制をご紹介します！ 序　章　いまなぜポートランドなのか　 
　　　川勝　健志（公共政策学部教授／京都地域未来創造センター副統括マネージャー／ポートランド州立大学CPSシニアフェロー） 

〈第１部〉サスティナブルシティの挑戦～ポートランドの住民主体のまちづくり（2019/10/31第3回KIRPセミナー講演録）

　SDGｓから見たポートランド 
　　　西芝　雅美（ポートランド州立大学ハットフィールド行政大学院、行政学部長、教授） 
　まちづくり人材育成プログラム参加者が語る、これからのまちづくり
　　　森本　健次（株式会社南山城 代表取締役社長、元京都府南山城村職員）
　  　   高坂　博子（静岡県富士市役所総務部防災危機管理課防災対策担当上席主事）
   アメリカの大学専門職員「アカデミック・プロフェッショナル」から見る地域に根差した大学の役割
　　　飯迫　八千代（ポートランド州立大学公共サービス研究・実践センター(CPS)国際プログラムコーディネーター）
 〈第２部〉ポートランドと日本の地域から（事例編）
　コミュニティガーデンにおける公民協働の取組み～オレゴン州ポートランドを事例として～
　　　石田　聖（長崎県立大学地域創造学部公共政策学科講師／CPSシニアフェロー）
　外国にルーツを持つ子ども・若者の支援を起点にした多文化共生の地域づくり～島根県出雲市の取組み～ 
　　　 鈴木　暁子（京都地域未来創造センターコーディネーター）  
　共鳴化とマルチパートナーシップによる集合住宅の再生　～京都府八幡市の男山団地再編の試み～ 
　　　 梅原　豊（公共政策学部准教授）
　住民自治と団体自治の関係性の変化　～京都府舞鶴市大浦振興協議会の実践～ 
　　　 勝山　享（公共政策学部共同研究員）  
　人がまちを育てるために 
　　　 川勝　健志

『人がまちを育てる 
　～ポートランドと日本の地域～』 

【ブックレットNo.7刊行ポートランド州立大学公共サービス実践・研究センター（CPS）国際協定締結記念号】 
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　私たちは、地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（COC+）地域創生人材育成プログラ
ムのひとつである北部PBLとして、綾部市の黒谷和紙協同組合において、組合の課題解決策を提
案するプロジェクトに取り組みました。お話を聞く中で、和紙を作る原料の作り手と価値を理解
して購入する買い手の不足に課題があることに気付きました。そこで解決策として、原料づくり
のお手伝いをする学生ボランティア団体『わしる隊』（わしる＝和紙を知る、和紙づくりに関わ
る）という団体の結成と原料づくりから紙を漉いて製本するまでを体験できるツアーの提案を
行いました。
　また、和紙作りの工程と黒谷町の魅力をわかりやすく伝えるため、和紙を使った案内看板8
枚を手書きで作製し、黒谷町の工房などに設置しました。4月からは「わしる隊」の活動も開始
します。このプロジェクトを通じて、大学を出てから社会人になる上で必要となる課題解決能力
や創造力、主体性を身に付けることができました。（文責：二宮 亜由美　生命環境学部森林科
学科2019年度3回生・林 菜津子　生命環境学部農学生命科学科2019年度3回生）

内容はCOC+のホームページ又はフェイスブックをごらんください

和紙の原料「楮の芽かき」のお手伝い　　　黒谷和紙を全力で応援する『わしる隊』を結成～！！ 
     COC＋だよ

り　 
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6月20日(土)10:00～12:00 
「オリオン座」がなくなる！？ 
　　　　　　　～星の大爆発と宇宙の元素合成～」 
                          　生命環境科学研究科 講師　関原 隆泰  
 オリオン座は冬の代表的な星座です。そのオリオン座の右肩にある
赤い星「ベテルギウス」がそろそろ大爆発するのではないか、と星
好きの人たちがプロもアマチュアもドキドキしています。このベテ
ルギウスを題材に、そもそも星はなぜ輝くのか、大爆発の前後で星
に何が起こるのかを解説します。そこには、我々の身の回りにも存
在するさまざまな元素をめぐる物語があるのです。 
 「オリオン座は冬の星座なのに、季節外れでは？」　いいえ、もし
ベテルギウスが大爆発すると、昼間でも月と同じくらい輝いて見え
ると予想されています。夏でも楽しめますよ。 

【生涯学習】桜楓講座(春の部)のご案内 

会場：京都府立大学 稲盛記念会館104　            ※詳細・お申込は別途ホームページに掲載します。

開
催
案
内
　
　

定価（本体1,000円+税）

公
人
の
友
社

京都地域未来創造センターブックレット　No.7

人がまちを育てるポートランドと日本の地域

ポートランド州立大学公共サービス実践・研究センター（CPS）
国際協定締結記念号

京
都
地
域
未
来
創
造
セ
ン
タ
ー
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト　

No.7

京
都
府
立
大
学
京
都
地
域
未
来
創
造
セ
ン
タ
ー（KIRP

） ﹇
企
画
﹈

川
勝  

健
志 ﹇
編
著
﹈

公人の友社

［企画］

人
が
ま
ち
を
育
て
る
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
と
日
本
の
地
域

9784875558439

1923030010001
ISBN978-4-87555-843-9C3030 ¥1000E

川勝  健志 ［編著］

　米国オレゴン州にあるポートランドは全米一住みよいまちとして知
られています。本号では、ポートランドの約50年にわたるまちづくり
の歴史をSDGsの視点から捉え直すとともに、ポートランドと日本の
地域の実践事例を紹介し、これからの住民主体のまちづくりのあり方
を考えます。

編　著：川勝 健志  
企　画：京都府立大学 京都地域未来創造センター 
出版社：公人の友社　　 
予　価：1000円＋税  
※京都府立大学大学生協、書店等でお買い求めいただけます。
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生命環境科学研究科教授

川勝 健志 公共政策学部教授

　今年度、京都地域未来創造センターの統括マネージャーを兼
任させていただくことになりました。どうぞよろしくお願いい
たします。 
　私は文化遺産に携わっていますが、近年、歴史文化の保存活
用が地域づくりの一方策であることが、これまで以上に強く意
識されるようになりました。そうしたなかで、センターの一員
になれるのは、私にとってもプラスだと思います。センターの
スタッフの皆さんと楽しみながら、地域の未来を深く考えてい
きたいと思います。 上杉 和央 文学部准教授

　昨年度まで副統括マネージャーとして、京都地域未来創造
センターの運営に携わって参りましたが、今年度からセン
ター長を務めさせて頂くことになりました。ただ立場は変
わっても、私がやることはあまり変わりません。当センター
の運営に欠かせないのは、私自身がいつも大切にしてきたこ
とそのもの、つまり職場仲間との日常的なコミュニケーショ
ンと多様な人的ネットワークの構築だからです。
　当センターは、前身の京都政策研究センターから10年以上
もの間、地域と大学を橋渡しする重要な役割を担ってきまし
た。歴代のセンター長の思いを引き継ぎつつ、信頼できる仲
間と価値創造的な新しい境地を切り拓いていければと思って
います。

　今年度から、京都地域未来創造センターの副センター長をさ
せていただくこととなりました。
　川勝教授をセンター長とする新体制の下、大学の知を活か
し、地域の未来を共に創る拠点としての機能を果たし、特に京
都府内の自治体と連携した調査や様々な支援を通して地域に貢
献できるような活動を行う組織となるため、微力を尽くしたい
と思っております。どうぞよろしくお願いいたします。

5月30日(土)10:00～12:00 
「葉に潜り、葉を改変する～絵かき虫の不思議な生き様～」 
                     　　生命環境科学研究科 准教授　大島 一正 
  昆虫というと、トンボやバッタ、カブトムシなど、様々な形をした
生き物を思い浮かべますが、その際だった多様性は形だけではあり
ません。例えば今回紹介する「絵かき虫」は、植物の葉の中に潜
る、という風変わりな生活をしています。しかも、単に潜っている
だけではなく、平らな葉を立体的にして天敵から逃げやすくした
り、葉の中の栄養組成を操作したりしていることが分かりつつあり
ます。本講座では、そんな絵かき虫の不思議な生き様を解説すると
ともに、お隣の京都府立植物園でも見られるような身近な絵かき虫
も紹介したいと思います。 
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 【受託研究】2019年度受託調査報告 
京都地域未来創造センターが外部から受託した調査研究を以下の通り報告します。 

　京都府八幡市からの依頼を受け、政策形成に関わる助言を行いました。
2019年度は、①外国人居住者対策、②クラウドファンディングによる市の魅力化発信（プロジェクトの創設）、③働き方改革
（RPA：業務自動化による生産性向上）の3つのテーマに分かれ、職員有志の３チーム（計16名）に対し、政策づくりの支援
（先行事例の調査、アンケート調査、事業企画に対する助言など）を行いました。
（体制：青山センター統括マネージャー、梅原公共政策学部准教授、小沢センター客員教授、鈴木センターコーディネーター
（文責））

　　京都府立大学 京都地域未来創造 　No.15　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　京都府立大学 京都地域未来創造 　No.15　             　
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　昨年度より制作を進めてきました城陽市産業支援サイト(JoInT)http://www.city.joyo.kyoto.jp/joint/が2019年12月11日(水)に
公開となりました。公開の前日には文化パルク城陽において城陽市主催のJoInTお披露目会が開催されました。JoInTの掲載
情報は城陽の魅力がしっかりと伝わるように厳選したもので、企業ヒアリングで得られたデータに対する数値的な解析結果

に基づいています。さらにJoInTは異業種間を自然な形で結んだ異業種間リンクを備えていま
すが、これはヒアリングデータに含まれる潜在的意味の分析結果から構築したJoInT独自の
仕組みです。
　JoInT公開に至るまでの道のりは当初の予想以上に険しいものでしたが、共同研究者の青
山KIRP統括マネージャーや研究協力者の新庄氏(同志社大学助教)、城陽市役所の皆様はもち
ろんのこと、KIRPメンバーや学生たちなど、幸運にもたくさんの支援者に恵まれました。本
稿執筆時点(2020年3月時点)でご覧いただけるページは50社分ですが、今後も少しずつ掲載
企業を増やす予定で、最終的には城陽の産業の全貌が分かるようなWebサイトを目指してい
ます。
（体制：岩崎生命環境科学研究科准教授（文責）、新庄同志社大学理工学部助教、青山統括
マネージャー、橋爪センター研究員、永田センター研究員）
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■八幡市委託「八幡市政策研究型職員提案事業に係る指導等業務」 

■宇治市委託＋府大ACTR「宇治市・西小倉地域における市民との協働型まちづくりに関する調査」(２年目)

　2年目の本業務＆ACTRにつきましては、地区の全世帯に対しアンケート調査(約
7600票配布)を実施致しました。回収率は自治組織の協力を得て約32％でまずまず
の回収率でした。この中でこの種の大規模アンケートでは珍しいWebアンケートを
試みましたところ、回答者の14.3％、全配布数に対して4.6％の方がWebアンケー
トで回答頂きました。アンケートでは、地区の交通環境について、「道路が狭い」
「踏切が不便」などの他、「通学路が危険」「自転車通行路が狭い」等の道路が狭
いことに対する意見が多くありました。また駅周辺整備の課題では、「小倉の玄関
の雰囲気が無い」「賑わいに乏しい」「駅前広場が無い」等の意見が多くありまし
た。　　
　その他、生活環境面で災害への備えなど多くの意見がありましたが、全体として
は「住み続けたい」とする人が88％もおられるのに驚きました。アンケート結果
の報告会も兼ねてワークショップを3回実施しました。特に駅前整備に対して具体
的提案も出て、実り多い調査でした。なお、このアンケートの集計作業に生命環境
の岩﨑研究室にお世話になりました。願わくば3年目も採択され、次世代を担う中
高生の意見を聞きたいと思います。
（体制：青山センター統括マネージャー（文責）、岩崎生命環境科学研究科准教
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■「令和元年産業関連情報の総合的集約とそれを用いた地域産業情報支援および情報発信産業支援サイト
のあり方と活用方策」（府大ACTR）

JoINTのお披露目会の様子

調査報告会の様子
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■ 精華町「関西文化学術研究都市建設が精華町に与えた効果・影響に関する研究」（府大ACTR） 

　関西文化学術研究都市（学研都市）は京都府、大阪府、奈良県にまたがる丘陵地
に建設・整備が進められている都市であります。本研究では、関西文化学術研究都市
（学研都市）の中心エリアである京都府精華町を事例に、学研都市建設が精華町財
政に与えた効果・影響について検証を試みました。
　その結果、精華町は、開発事業者から「まちづくり協力金」を調達し、独自財源
を確保できたことが学研都市建設の整備に大きく寄与したこと、また、中心クラス
ター「精華・西木津地区」への企業立地誘導を進めた結果、税収増加等の一定の成
果が出ていることがわかりました。また、先行事例である「筑波研究学園都市」の
取り組みとその成果について比較検討した結果、精華町が今後、学研都市として財政
的自立を果たす上で求められるのは、産業集積と人口定着であることが示唆されま
した。
　今後の学研都市精華町の発展において、産業集積と人口定着を視点としたまちづく
りの展望を図る必要があると考えます。
（体制：橋爪センター研究員（文責）、川勝公共政策学部教授）

■「京都府内の基礎自治体における災害時外国人支援体制の構築のための調査研究」（府大ACTR）

【ACTR】2019年 ACTR調査報告　　 
 当センターが関わった研究を報告します。 

　本調査研究は、大学が立地する京都市左京区で2018年度に立ち上がった「左京・
地域ゆかりの文化発信・継承プロジェクト」と連動しており、2019年度から、本学
歴史学科の教員・学生と、センター研究員が連携して取り組んでいます。
　京都府の北部山間地区は独特の歴史文化が発展した地域であり、独自の祭礼や行
事が豊富にあります。こうした文化財は地域コミュニティの核心部分を担ってきま
したが、過疎化・高齢化に伴う担い手不足から存続が難しくなっています。文化財
の消滅はコミュニティの衰退を加速させるものであり、「コミュニティの維持・活
性化」と「文化財の維持・活用」は、いわば両輪として解決すべき課題です。2019
年4月施行の改正文化財保護法でも、文化財の保存活用による地域づくりや観光産
業の展開を進めることが意識され、地域・行政・学術（大学等）の協働事業モデル
が求められています。
　そこで、2019年度は、京都市に移転した文化庁地域創生本部へのヒアリングを手始めに、京都市左京区山間地区（久多、広河原、
花脊、鞍馬）と北区雲ケ畑地区における、①伝統行事を含む地域文化財の調査、②伝統行事の担い手をめぐる課題把握を行いまし
た。また、③地域文化財を活用した地域づくりの先駆的取組の現地調査（長崎県平戸市・五島市・山口県萩市）を行いました。
　こうした調査により、文化財の保存活用と地域づくりは密接に関連するものの、関連させる施策は多様であり、地域の特性にも依
拠することが浮かび上がってきました。今後は、他の地域での展開の参考になるようモデル化を試みたり、実践に役立つツールを開
発するなど、実践的な調査研究を進めていく予定です。
（体制：上杉文学部歴史学科准教授、東文学部歴史学科准教授、鈴木センターコーディネーター（文責））

　長崎県平戸市　世界文化遺産・春日集落拠点施設 
「かたりな」でのヒアリングの様子

　2019年4月の改正入管法の施行を受け、府内でも、製造業、介護や農業といった業種で外国人労働者の受け入れが始まっ
ていますが、受け入れの基盤となる国の政策は不在のまで、実際には、自治体や地域社会での対応に任されており、地域間
格差が大きい現状があります。特に、災害時における外国人住民に対する情報提供や支援体制の整備は、大きな課題のひと
つです。
　こうした現状に対して、本センターでは、京都府内の外国人支援や多文化共生の取組をリードする、城陽市国際交流協
会、京都府国際センターからの提案を受け、京都府の未整備地域における支援体制を整備するための課題や条件を明らかに
するための調査研究を行いました。
　まず、①府内自治体へのアンケート調査を実施し、②災害時多言語支援センター設置・運営訓練への参画を通じて、災害
時外国人支援の現状と課題を明らかにしました。そして、今後の方策について、京都府内の自治体や国際交流協会のネット
ワーク会議で報告し、意見交換を行う予定でしたが、報告会は延期となり、5月頃に開催する予定です。
（体制：鈴木センターコーディネーター（文責）、松岡公共政策学部准教授）

右は利兵衛byOHSHIMAの紹介ページで、 
掲載写真の撮影は本学写真部などによるもの。
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■「地域文化財を活用した山間地区コミュニティの維持方策の研究」（府大ACTR）


